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資料２

最近の洪水及びハード・ソフト対策等



局地的豪雨や線状降水帯で高まる水害リスク

平成27年 9月10日
午前7時

平成27年 9月10日
午後2時

阿武隈川流域

▲関東・東北豪雨での線状降水帯
1時間に50mmを超える激しい雨の件数が30年前の約1.4倍に
もなり、今後さらに十分な備えが必要になっています。

増大する外力
もし、雨域がずれていたら・・・

S51~S60
H16~H25

平成27年9月関東･東北豪雨では、阿武隈川では大きな被害は発生しなかったものの、仮に線状降
水帯の雨雲が、阿武隈川流域に位置した場合には大規模な被害が発生した可能性も考えられます。
近年の雨の局地化･集中化･激甚化を踏まえ、今後もハード・ソフト一体的となった対策を進めるた

め、「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づき流域一帯で取組む予定です。

最近の雨の降りかたは、異常
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平成２８年８月 台風 対応「１．台風の概況」

画像：気象庁提供

台風７号

8月17日 3:00の衛星画像 8月21日 6:00の衛星画像

台風１０号

台風９号

台風１１号

平成２８年８月は、台風７号,９号,１１号等が次々と阿武隈川上流域（福島県）に接近し、
大雨に伴う河川水位の上昇に備えるため、流域関係機関と連携しながら出水対応を実施。

※台風10号は30日18時頃に、昭和26年の統計開始以降、初めて東北地方太平洋側（岩手県大船渡市付近）に上陸。

阿武隈川流域
阿武隈川流域
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平成２８年８月 台風 対応「２．氾濫注意水位を超えた観測所」

8/17 8:40 ホットライン
事務所長 → 福島市長

８/１７ 台風７号による出水

８/２２ 台風９号による出水

レーダ雨量
8/17 7:00

氾濫注意水位を超えた水位観測所はなかった。

８/３０ 台風１０号による出水

氾濫注意水位を
超過した観測所

河川情報表示板による情報提供

台風７･９号により、須賀川･二本松･八木田の３観測所で氾濫注意水位を超過。特に台風7号
は荒川で避難判断水位を超え、福島市長へのホットライン等、密な連絡を取りながら対応。

二本松水位観測所（二本松市）

等雨量線図

レーダ雨量
8/22 20:00

須賀川水位観測所（須賀川市）

八木田水位観測所（福島市）
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平成２７年９月 関東・東北豪雨
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関東・東北豪雨を踏まえ、新たに「水防災意識社会再構築ビジョン」として、全ての直轄河川とその沿川市町村
（109水系、730市町村）において、平成32年度目途に水防災意識社会を再構築する取組を行う。

＜ソフト対策＞・住民が自らリスクを察知し主体的に避難できるよう、より実効性のある「住民目線のソフト対策」
へ転換し、平成28年出水期までを目途に重点的に実施。

＜ハード対策＞・「洪水を安全に流すためのハード対策」に加え、氾濫が発生した場合にも被害を軽減する
「危機管理型ハード対策」を導入し、平成32年度を目途に実施。

排水門

主な対策

※ 河川堤防の決壊に伴う洪水氾濫により、
木造家屋の倒壊のおそれがある区域

各地域において、河川管理者・都道府県・市町村等からなる協議会等を新たに設置して
減災のための目標を共有し、ハード・ソフト対策を一体的・計画的に推進する。

A市

B市

C町

D市

対策済みの堤防

氾濫ブロック
家屋倒壊危険区域※

＜危機管理型ハード対策＞＜危機管理型ハード対策＞
○越水等が発生した場合でも決壊までの時

間を少しでも引き延ばすよう堤防構造を
工夫する対策の推進
いわゆる粘り強い構造の堤防の整備

天端のアスファルト等が、
越水による侵食から堤体を保護
（鳴瀬川水系吉田川、

平成27年9月関東・東北豪雨）

＜被害軽減を図るための堤防構造の工夫（対策例）＞

＜住民目線のソフト対策＞

○住民等の行動につながるリスク
情報の周知

・立ち退き避難が必要な家屋倒壊危険
区域等の公表

・住民のとるべき行動を分かりやすく示
したハザードマップへの改良

・不動産関連事業者への説明会の開催

○事前の行動計画作成、訓練の
促進

・タイムラインの策定

○避難行動のきっかけとなる情報
をリアルタイムで提供

・水位計やライブカメラの設置

・スマホ等によるプッシュ型の洪水予報
等の提供

＜洪水を安全に流すためのハード対策＞

○優先的に整備が必要な区間において、
堤防のかさ上げや浸透対策などを実施

横断図

7
＊「H27.12.11 国交省記者発表資料」を一部加筆し作成

最近の取り組み（水防災意識社会の再構築）
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【河川】 「阿武隈川上流の減災に係る取組方針」を取りまとめました！ 平成28年9月26日
福島河川国道

○ 阿武隈川上流で発生しうる大規模な浸水被害に備え、 隣接する自治体や県、国が連携して、減災のための目標を
共有し、対策を推進するため、9月26日に「第2回 阿武隈川上流大規模氾濫時の減災対策協議会」を開催しました。

○ 今般、「逃がす・防ぐ・取り戻す」ための取組を進め、防災意識向上や被害最小化を図るため、関係機関が5ヶ年で
取組むべき内容を定めた「阿武隈川上流の減災に係る取組方針」を策定 しました。

１．概要

伊達市 国見町

玉川村須賀川市

福島市

郡山市大玉村

２．日時／実施状況

➢ 日 時 ：平成２８年９月２６日（月）
➢ 場 所 ：福島テルサ 3階大会議室「あぶくま」

➢ 出席者 ：伊達市（市民生活部長）、国見町（町長）、桑折町（副町長）、福島市（市長）、

二本松市（生活環境課長）、大玉村（村長）、本宮市（市長）、郡山市（副市長)
須賀川市（市長）、玉川村（村長）、福島気象台（台長）、県（土木部次長・危機
対策課長) 、摺上川ダム（所長）、福島河川国道事務所（所長）

関係機関 約６０名が参加

桑折町 二本松市

・（１）幹事会の報告
・（２）「阿武隈川上流の減災に係る取組方針(案)」の説明

⇒説明後に意見交換、出席委員からご発言
⇒異議はなく、減災に係る取組方針を策定

議事内容

• ホットラインについても国からの情報提供だけでなく、我々から
問いかける場面もあってもいいと思っている。双方向の情報の
やりとりが必要。

• ハード整備はすぐには整備が進まないであろうことを想定して、
ソフト面での対策、特に行政区・町内会単位の自主防災組織の
組織化の推進に努めていく。

• 住民の防災意識が高まっている中で、我々が情報提供していか
に、自助・公助・共助の役割分担をしっかりしていくかが重要。

• 新たなハザードマップを作成するためスピーディーに対応してい
く。

• 今まで災害とは無縁だったが、最近はいつ災害が起きても不思
議ではないため、防災無線のデジタル化に取り組んでいる。

• 小学生を対象として防災・河川の関係の教育を行うことを考えて
おり、引き続き国交省の指導もお願いしたい。

• 水害を経験していない世代に対し、危機感をどうやって伝えてい
くかが課題。

３．主な意見・コメント等

※昨年12月11日に発表された「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づき、全国の直轄河川で協議会の設置を進めています

本宮市

会場全景（福島テルサ）
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ⅰ) 激特事業や平成の大改修などによる再度災害防止対策

・ 昭和61年洪水で被害を受けた広瀬川では再度災害防止を目的とした激特事業を実施し
ました。

ⅱ) 阿武隈川河川整備計画に基づく予防的治水対策
・ その後も、平成10年洪水において、約3,659戸の浸水、死傷者20名の被害が発生した
ことを受け、「平成の大改修」と命名し、無堤部の築堤や浜尾遊水地の整備等を重点的
に実施しました。
・ 現在も、平成19年に策定された河川整備計画に基づき、策定から概ね30年後にS61.8
洪水と同規模の洪水に対して床上浸水被害の防止を目標に、築堤や遊水地等の予防的
治水対策を進めています。

堤防整備率現在、実施中の事業

▲本宮地区築堤（本宮市）

特殊堤 樋管

上ノ橋

堤防の嵩上げを実施

 平成14年洪水の様子

現在、追加掘削を継続中

▲浜尾遊水地（須賀川市）

 H10年洪水を契機に事業着手

堤防天端まで水位上昇

 平成26年 堤防完成（一部）

ハード対策の取り組み（洪水と戦う治水施設）①

平成１０年
３月時点

平成２６年
３月時点

３４．６％

６２．９％

約１．８倍
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ハード対策の取り組み（洪水と戦う治水施設）②

１．五十沢地区（伊達市（旧梁川町）

３．郡山地区（愛宕川排水機場）

２．本宮地区

４須賀川地区（釈迦堂川合流点）

・約８００ｍの堤防整備をすることにより、伊達市五十
沢地区の浸水被害を解消。

整備効果等

Ｈ１０．８洪水氾濫状況 堤防完成状況

・約１，５００ｍの堤防整備をすることにより、本宮右
岸地区の浸水被害を解消。ショッピングセンターの進出
や市街地化が進む。

整備効果等

・毎秒６．０m3の排水機場を整備することにより、郡山
市久保田地区の内水被害の軽減を図る。

整備効果等

・左右岸で約２，０００ｍの堤防整備をすることにより、
須賀川市江持地区等の浸水被害を解消。

整備効果等

Ｈ１０．８洪水浸水状況 Ｈ１１．６洪水時ポンプ稼動状況 Ｈ１０．８洪水氾濫状況 堤防完成状況

Ｓ６１．８洪水氾濫状況 堤防完成状況
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○阿武隈川等で堤防が決壊した際の氾濫状況を時間を継続して変化させ、
シミュレーションした結果を福島河川国道事務所ホームページにて公表しています。

「ハザードマップ」
・避難所の場所
・避難所の連絡先
・避難ルート
・要配慮者施設
などを追加

「浸水想定区域図」
・浸水範囲
・浸水深

河川管理者が作成
し、市町村へ通知

市町村長が作成
し、住民へ配布

http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/sinsui/index.htm

シミュレーション条件
・降雨条件：2日で256.5mmの雨量

・浸水条件：各はん濫ブロックで堤防決壊により、
浸水範囲が最大となる区域を示したもの

浸水想定区域図（阿武隈川）：平成１４年４月３０日公表

洪水ハザードマップ（市町村作成）
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【流域のハザードマップ策定状況】
福島市（H24）、郡山市（H25）、須賀川市

（H20）、二本松市（H20）、伊達市（H25）、本
宮市（H23）、桑折町（H27）、国見町（H17）、
玉川村（H18） ※括弧内の年次は最新の更新年

ソフト対策の取り組み（洪水ハザードマップ）

【想定最大規模の降雨による
洪水浸水想定区域等の公表】

・降雨条件：福島流域平均323mm/2日
平成２８年６月３０日に公表した新たな浸水

想定区域図をもとに、今後各市町村において
ハザードマップの見直しを進めていく。 １０



ＴＶによる情報提供 河川情報表示版による情報提供

＜整備地区：計９箇所

＞
■福島市（2箇所）

■二本松市（1箇所）
■本宮市（3箇所）
■郡山市（2箇所）

■須賀川市（1箇所）
沿川箇所の状況（福島市・信夫橋右

岸）

事務所ホームページによる情報提供

河川情報板（2面型）

須賀川市 未来大橋右岸（2面）設置 （H27.7出水時表
示）

洪水時の河川情
報

地デジＴＶでの確認方法

平時の河川愛護等啓発情報

福島河国事務所ＨＰ

◆基準観測所のライブカメラ映像

◆基準観測所の水位情報

管内9箇所の河川情報表示板

最近の取り組み（住民等への情報伝達方法）
河川水位、洪水予報、ライブ映像等の情報を事務所ホームページやテレビ等を通じて伝達しています。
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